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ったと言ってよいが,実際にカ ンボ ジアに着 いて
WHO の Dr･C.Rubinsteinに会い,その通訳で厚
生次官 Long Nghet氏や,結核診療所長 Dr.In







設は Dispensary程度のもので,1台 の顕 徴 鎖 と
Mongkolborey 医療センターに備えられていた日本
製のX線間接撮影装置 (東芝,35mm)を卓体ごと移
動させて診療所の構内に固定しているものとが診断の
為の武器であって,断層撮影は出来ないし,培養の為
の設備は全 くない｡CentredeSant6は全国で13ある
がⅩ線装置を持っているのは Mongkolborey医療セ
ンターのみであって,他の施設では顕微鏡も全部には
配置されていないので首都以外の地域では結核に関し
ては各州立病院でのわずかな能力を除いてほとんど放
置されているといってもよいと思われる｡
最大の州である,Battambang州 Mongkolborey
郡にある医療センターで国越字市院長に会い知り得た
同地域の概略を記すと,何等かの呼吸器症状を訴えて
受診する患者のうち結核と診断されるものは月間平均
80名でこれは内科疾患の約16%に相当する｡年令は30
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